
　豊明市では、｢豊明市（木造住宅）耐震シェルター整備費補助事業｣を実施しています。

　この事業は、旧基準木造住宅（昭和５６年５月３１日以前に着手された在来軸組構法および

伝統構法の戸建、併用住宅、長屋および共同住宅）に耐震シェルターを整備される方に対し、

その整備や工事に要する費用の一部を補助する制度です。

§｢豊明市耐震シェルター整備費補助事業｣の概要

　１　補助を受けることができる住宅は、ア．又はイ．に該当し、かつウ．に該当する

　　旧基準木造木造住宅で、いままでに市の実施する補助事業を利用していないこと。

　　（ア）　豊明市が実施した無料耐震診断で判定値が０．４未満と診断され

　　　　　　た旧基準木造住宅

　　（イ）　（一財）愛知県建築住宅センターが実施する住宅耐震診断で得点

　　　　　　が４０点未満と診断された旧基準木造住宅

　　（ウ）　これまでに市が助成する耐震改修や耐震シェルター整備を行って

　　　　　　いない建物

　　　※市が実施している無料耐震診断の結果であれば、平成１５年度以降の

　　　　古い年度の結果でもその対象となります。

　２　この補助を受けることのできる方は、次のいずれかに該当する方

　　およびその方と同居する世帯の方々です。

　　（ア）　この申請をする年度末時点で満６５歳以上の方

　　（イ）　身体障害者手帳の交付を受けた方

  　　（ウ）　精神障害者保健福祉手帳の交付を受けた方 

　　（エ）　療育手帳又は愛護手帳の交付を受けた方

　３　補助を受けることができる耐震シェルターは、次のいずれかに該当する

　　ものです。

　　ただし、整備する場所は上記２の方が主に生活される居間や寝室に限り、

　　１戸あたり１台までとします。
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※年度によって、対象となるシェルターが変更となる場合があります。ご確認ください。

　４　補助金の額は、１戸あたり１台限りで３０万円を限度とします。

      各年４月１日から１２月２０日までが申請期間です。

　　工事契約・着手後の申請はできません。

　　また、工事完了時には、完了実績報告書の申請が必要です。

　５　申請方法は、補助金交付申請書に必要書類を添付し、都市計画課の窓口へ

　　直接持参してください。（申請は、事前にご相談ください。）

　６　予算の範囲内で受付けを行いますので、申請前に予算の有無についてご確認ください。

問合せ先　：　都市計画課　計画建築係　電話０５６２－９２－１１１４

つみっくブロックシェルター 株式会社つみっく、NPO法人つみっ庫くらぶ

耐震シェルター　レスキュールーム 有限会社ヤマニヤマショウ

シェルターユニットバス（UB） J建築システム株式会社

耐震シェルター耐震和空間 株式会社ニッケン鋼業

木造軸組耐震シェルター「剛建」 有限会社宮田鉄工

耐震TBシェルター「鋼耐震」 株式会社東武防災建設

パネル式耐震シェルター SUS株式会社

木質耐震シェルター 株式会社一条工務店

シェルキューブR 株式会社デリス建築研究所

耐震健康シェルター「命守（いのちもり）」 株式会社青ヒバの会ネットワーク

耐震ベッド「ウッド・ラック」ひのき庵 新光産業株式会社

減災寝室 有限会社扇光

耐震ベッド「ウッド・ラック」WOOD・LUCK 新光産業株式会社

まもルーム 株式会社カラフルコンテナ

防災ベッド　BB-002 株式会社ニッケン鋼業

介護用防災フレーム 株式会社ニッケン鋼業

安心防災ベッド枠B フジワラ産業株式会社
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